
2006

今月の主な内容

９月号
ふれ愛
  ネットワーク
ふれ愛
  ネットワーク

広　報広　報 2006年９月１日発行
高知県日高村広報編集委員会
2006年９月１日発行
高知県日高村広報編集委員会

No.453

（長月）

●Information 2

●秋の交通安全運動 5

●わくわくワークス 6

……………

……

……

●国民年金 8

●ひだか俳壇・俳句教室コスモス 9

●机からの風景 10

………………

…

…………

7月30日（日）土佐二十四万石博（ふるさと交流市）からの１枚です。
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皆
さ
ん
は
９
月
９
日
が
何
の
日
か
ご
存
じ
で
す
か

　

９（
き
ゅ
う
）と
９（
き
ゅ
う
）で
「
き
ゅ
う

き
ゅ
う
の
日
」
す
な
わ
ち
「
救
急
の
日
」
で
す
。

　
「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
業
務
及
び
救
急
医

療
に
対
し
て
皆
様
方
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
57
年
に

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
９
月
９
日

を
「
救
急
の
日
」
と
し
、
こ
の
日
を
含
む
１
週

間
を
「
救
急
医
療
週
間
」（
本
年
は
９
月
３
日

〜
９
日
）
と
し
て
、
全
国
各
地
に
お
い
て
応
急

手
当
の
講
習
会
を
中
心
と
し
た
救
急
に
関
す
る

様
々
な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
、
仁

淀
消
防
組
合
に
お
き
ま
し
て
は
、
管
内
事
業
所

を
対
象
と
し
ま
し
た
『
普
通
救
命
講
習
』
の
実

施
、
店
舗
前
等
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

【
定
期
普
通
救
命
講
習
】実
施
し
て
い
ま
す
。

　

け
が
や
急
病
等
な
ど
で
呼
吸
や
心
臓
が
停
止

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
知
識
が
な
い
と
適
切
な
処
置
が
で
き

ま
せ
ん
。
消
防
署
で
行
う
普
通
救
命
講
習
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

講
習
時
間
は
約
３
時
間
、
講
習
内
容
は
観
察

要
領
・
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
等
の
講
習
を
行
い
修
了
者
に
は
普
通
救

命
講
習
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
10
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
出

向
き
講
習
を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
一
般
の
方

も
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
：
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）
と
い
う
機
器
を
用
い
て
除
細
動
を

行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
講
習
を
受

講
す
る
こ
と
に
よ
り
迅
速
、
的
確
な
取
扱
技
術

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

講
習
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
左
記

消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
習
実
施
日

毎
月
第
２
日
曜
日　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

消
防
署
３
階
に
て
実
施

申
し
込
み
受
付　

随
時

　

仁
淀
消
防
組
合
消
防
署

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
８

－

８
９
３

－

３
２
２
１

　

春
野
分
署　

☎
０
８
８

－

８
９
４

－

３
４
３
０

　

吾
北
分
署　

☎
０
８
８

－

８
６
７

－

２
８
１
２

　

日
高
分
署　

☎
２
４

－

５
４
１
１

救
命
の
連
鎖（C

hain of S
urvival

）

早
い
１
１
９
番
通
報

　

落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り
と
１
１
９
番
に
通

報
す
る
。

早
い
応
急
手
当

　

救
急
車
到
着
前
の
早
い
心
肺
蘇
生
と
早
い
除

細
動

早
い
救
急
処
置

　

救
急
救
命
士
の
行
う
高
度
な
救
急
処
置

早
い
医
療
処
置

　

医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
処
置

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

 

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で
焼
却

す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が
少
な
く
、

ご
み
収
集
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
な
い
頃

に
は
、
ご
み
処
理
の
た
め
に
相
応
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、
ご

み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
焼
却

は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉
で
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対
す
る

苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発

生
を
心
配
す
る
声
も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま

◎「廃棄物の処理及び清掃に関
する法律」により廃棄物の野
焼きは一部の例外を除いて禁
止されています。

◎野焼きは直接罰の対象となり
ます。

３年以下の懲役もしくは
300万円以下の罰金、ま
たはこれらの両方

や
め
よ
う
…　

ご
み
の
野
焼
き

す
。
野
焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

策
を
し
た
焼
却
炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万

倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を減

ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微
量
で

も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な
ど
様
々
の

強
い
毒
性
が
あ
る
う
え
に
非
常
に
分
解

さ
れ
に
く
い
た
め
、
土
、
川
、
海
↓
生

物
↓
食
物
↓
人
と
食
物
連
鎖
に
よ
り

次
々
に
濃
縮
汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心

配
な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ
ん

の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21
世
紀
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
野
焼
き
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所　

環
境
課

  

☎ 

０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課

  

☎ 

２
４

－

７
８
５
１
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─広報ひだか９月号─　（2）（3）　─広報ひだか９月号─

無
料
法
律
相
談
会
開
催
に
つ
い
て

ご
存
じ
で
す
か
、
公
証
制
度

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
公

証
週
間
」
で
す
。

　

公
証
制
度
と
は
、
一
言
で
い
う

と
、
皆
さ
ん
が
不
動
産
の
売
買
・
金

銭
の
貸
し
借
り
な
ど
の
重
要
な
契
約

を
交
わ
し
た
り
遺
言
を
さ
れ
た
り
す

る
際
、
法
務
大
臣
の
任
命
す
る
公
証

人
に
依
頼
し
て
、
法
的
に
特
別
の
証

拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
文
書
（
公

正
証
書
）を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
取
引
や
財

産
の
安
全
の
確
保
を
図
ろ
う
と
す
る

制
度
で
す
。
そ
こ
で
、
公
正
証
書
の

作
成
方
法
や
利
点
に
つ
い
て
、
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

い
つ
で
も　

ど
こ
で
も

　

信
用
さ
れ
る　

公
正
証
書

　

公
証
役
場
は
、
法
務
大
臣
に
任
命

さ
れ
た
公
証
人
が
、
そ
の
権
限
に
基

づ
い
て
公
正
証
書
を
作
成
す
る
所
で

す
。

　

公
正
証
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
利

点
が
あ
り
ま
す
。

1　

公
正
証
書
は
国
の
機
関
に
準
ず

る
公
証
人
が
作
成
す
る
文
書
で
す

の
で
、
裁
判
そ
の
他
の
面
で
極
め

て
強
い
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

2　

公
正
証
書
の
内
容
に
つ
い
て
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
原
本
は
公
証

役
場
の
書
庫
に
厳
重
に
保
管
さ
れ

ま
す
か
ら
、
紛
失
及
び
改
ざ
ん
の

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3　

金
銭
の
支
払
契
約
で
強
制
執
行

の
条
項
を
設
け
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
公
正
証
書
で
相
手
の
財

　

来
る
10
月
１
日
か
ら
始
ま
る
第
47
回
「
法
の
日
」
週
間

の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
下
記
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
時　

平
成
18
年
10
月
４
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
受
付

場
所　

高
知
市
本
町
５
丁
目
６

－

11

　
　
　

高
知
グ
リ
ー
ン
会
館
２
階 

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

共
催
機
関　

高
知
弁
護
士
会
、
高
知
地
方
法
務
局
、
高
知

地
方
・
家
庭
裁
判
所

お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　

☎ 

０
８
８‒

８
２
２‒

０
３
４
０　

内
線
６
０
７
又
は
６
０
８

産
に
対
し
て
強
制
執
行
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
相
手
が
支

払
の
約
束
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、

訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
な
く
相
手
方
の

動
産
・
不
動
産
・
給
料
な
ど
各
種
の

財
産
を
差
し
押
さ
え
、
債
権
を
取
り

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

配
当
要
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

4　

遺
言
公
正
証
書
に
は
自
筆
遺
言

証
書
と
違
い
、
遺
言
者
の
死
亡
後
、

家
庭
裁
判
所
の
検
認
を
受
け
る
こ

と
な
く
直
ち
に
不
動
産
登
記
な
ど
、

記
載
の
内
容
を
実
現
す
る
効
力
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
遺
産

分
割
に
際
し
て
各
相
続
人
間
の
骨

肉
の
争
い
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

記

日　

時
平
成
18
年
10
月
１
日
㈰
、
同
７
日

㈯
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
同
12

時
ま
で
と
午
後
１
時
か
ら
同
４
時

ま
で

場　

所
高
知
合
同
公
証
役
場

高
知
市
本
町
１
丁
目
１
番
３
号

朝
日
生
命
高
知
本
町
ビ
ル
３
階
（
中

央
公
園
西
、
堀
詰
電
停
北
）

☎
０
８
８

－

８
２
３

－

８
６
０
１

　

０
８
８

－

８
２
４

－

８
４
２
７

　

０
８
８

－

８
７
２

－

４
７
６
４

FAX 
０
８
８

－

８
７
２

－

４
７
３
６

　

０
８
８

－

８
２
２

－

３
６
３
０

　

県
内
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
数
が
、
８
月
15

日
現
在
38
人
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
同
じ
時
期
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
交
通
事
故
が
多
発
し
て

お
り
、
38
人
の
う
ち
高
齢
者
が
24
人
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
死
亡
事
故
で
多
い
の
は
、
道
路
を
歩
い
て
横

断
中
に
車
に
は
ね
ら
れ
る
事
故
や
、
運
転
中
に
ハ
ン
ド
ル

操
作
を
誤
る
自
損
事
故
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
安
全
確
認
を
し
っ
か
り
行

い
、
高
齢
者
へ
の
思
い
や
り
を
持
っ
た
安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
。
高
齢
者
の
方
は
交
通
事
故
を
他
人
事
と
思
わ

ず
、
車
の
動
き
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ん
は
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
に
い
っ

そ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー

を
守
り
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
ま
た
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

高
知
県
文
化
環
境
部
県
民
生
活
課

　
　

☎ 

０
８
８

－

８
２
３

－

９
３
１
９

　
　

FAX 

０
８
８

－

８
２
３

－

９
８
７
９

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
の

防
止
に
つ
い
て

当選人氏名 性別 生年月日 住　所 当選人氏名 性別 生年月日 住　所

1 中
なかむら

村　正
まさのぶ

信 男 昭和20.２.５ 長畑264 6 坂
ばんどう

東　誠
せい

男
お

男 昭和４.12.23 岩目地622

2 森
もりした

下　武
たけひで

英 男 昭和18.４.10 下分1148-1 7 中
なかやま

山　眞
しんいち

一 男 昭和24.６.３ 本郷1375

3 戸
と

梶
かじ

　忠
ただとし

俊 男 昭和19.11.25 下分2956-2 8 森
もりした

下　清
きよのり

徳 男 昭和６.３.１ 九頭282

4 鎮
ちんぜい

西    武
たけし

男 昭和７.12.25 沖名4807 9 中
なかやま

山　健
たてひこ

彦 男 昭和14.４.27 本郷1893

5 門
かど

田
た

　照
てるのぶ

宣 男 昭和17.12.15 沖名44-13 10 畠
はたけ

山
やま

　勝
かつとし

利 男 昭和３.５.19 柱谷5-5

日高村農業委員会委員選挙の結果
　平成18年７月23日投票（無投票）で10人の委員さんが当選人と決定されました。
　任期は平成18年７月30日～平成21年７月29日です。

（届出順）



平
成
18
年
度
高
知
県
不
法
投
棄　

し
な
い
さ
せ
な
い
活
動
支
援
事
業

　

日
高
村
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
３
ヶ
年
限
定

と
し
て
高
知
県
内
各
市
町
村
に
お
い
て
実
施
さ
れ

て
い
る
「
高
知
県
不
法
投
棄
し
な
い
さ
せ
な
い
活

動
支
援
事
業
」
を
最
終
年
度
と
な
る
本
年
度
に
県

の
補
助
を
受
け
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
自
治
会
も
し
く
は
地
区
、
団
体

等
に
よ
り
「
地
域
組
織
」
を
作
り
、
自
治
会
、
地

域
内
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
の
撤
去
や
再
発
防

止
の
対
策
、
ま
た
、
環
境
美
化
・
環
境
意
識
の
向

上
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
行
う
事
業
で
す
。

　

日
高
村
で
は
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

「
地
域
組
織
の
母
体
」
と
な
る
自
治
会
及
び
地
区
を

募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
の
条
件
と
し
て
、
不
法
投
棄
ご
み

の
撤
去
作
業
、
地
域
内
の
主
要
道
路
等
の
定
期
的

な
清
掃
・
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
等
に
自
主
的
、
積
極

的
に
協
力
が
で
き
る
自
治
会
、
地
区
と
し
ま
す
。

　

募
集
期
間
は
９
月
１
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
と

し
、左
記
ま
で
、電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

但
し
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
不
法
投
棄

の
現
状
等
に
よ
り
選
考
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

募
集
期
間

　

平
成
18
年
９
月
１
日
〜
９
月
29
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
内 

健
康
福
祉
課 

保
健
環

境
係
ま
で　

☎ 

２
４

－

７
８
５
１

　

日
高
村
、
土
佐
市
、
春
野
町
、

い
の
町
の
四
市
町
村
で
運
営
す
る

仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組
合
衛
生

セ
ン
タ
ー
で
は
各
家
庭
か
ら
収
集

さ
れ
た
「
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
」

を
再
利
用
す
る
た
め
、
微
生
物
処

理
し
た
も
の
を
強
制
発
酵
さ
せ
、

自
然
に
や
さ
し
い
資
源
循
環
型
の

有
機
質
を
含
ん
だ
肥
料
「
コ
ン
ポ

ス
ト
に
よ
ど
が
わ
」へ
と
再
生
し
、

利
用
を
希
望
す
る
構
成
四
市
町
村

の
住
民
の
方
々
に
１
袋
（
15
㎏
）

100
円
で
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
肥
料
は
、
農
作
物
や
花
卉

類
の
育
成
に
適
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
多
く
の
方
が
家
庭
菜
園
や

畑
づ
く
り
等
に
利
用
し
、
大
変
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
ど
が
わ
」

配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
、
お
問
い

合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
内
健
康
福
祉
課
保
健
環
境
係

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◉
一
回
あ
た
り
の
配
布
数
量

　

お
一
人
30
袋
（
１
袋
＝
15
㎏
）

※
30
袋
以
上
希
望
さ
れ
る
方
は
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
配
布
事
務
手
数
料
額

　

１
袋
＝
100
円

◉
配
布
方
法

仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組
合
衛

生
セ
ン
タ
ー
に
て
お
渡
し
し
ま

す
。

◉
手
数
料
の
支
払
い

肥
料
の
受
け
渡
し
当
日
に
衛
生

セ
ン
タ
ー
係
員
に
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。
当
日
支
払
わ
れ
な
い

場
合
は
、
肥
料
を
お
渡
し
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

「
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
ど
が
わ
」
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
先健

康
福
祉
課
保
健
環
境
係

（
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
）ま
で

☎ 

２
４

－

７
８
５
１

有
機
質
の
肥
料「
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
ど

が
わ
」の
配
布
に
つ
い
て

家
庭
菜
園
や
花
づ
く
り
に
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

実
施
自
治
会
・
地
区
の

募
集
に
つ
い
て

─広報ひだか９月号─　（4）（5）　─広報ひだか９月号─

　

平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
児
童
手
当
制
度
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

•
支
給
対
象
が
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
、
所
得

制
限
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
未
申
請
の
方
で

４
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
給
す
る
た
め
に

は
、
９
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

•
詳
し
い
内
容
は
、
広
報
ひ
だ
か
５
月
号
を
ご
参
考

く
だ
さ
る
か
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
村
役
場
健
康
福
祉
課

　

児
童
手
当
担
当

　
　

☎ 

２
４

－

５
１
９
７

　

10
月
1
日
、
平
成
18
年
事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、

国
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
開

発
や
都
市
計
画
な
ど
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
9

月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
へ
調
査
票
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
お
受
け
取
り
に
な
っ

て
も
れ
な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
調
査
票
を
配
布
・

回
収
す
る
調
査
員
は
、「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

総
務
省
統
計
局

　

平
成
18
年

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

届
出
は

　

お
す
み
で
す
か
！



も
し
、
放
水
路
が
流
れ
な
く
な
っ
た
ら
…

　

日
下
川
の
放
水
路
に
は
チ
リ
等
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
、

入
り
口
に
ス
ク
リ
ー
ン
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ス

ク
リ
ー
ン
に
増
水
す
る
た
び
に
大
量
の
チ
リ
が
た
ま
り
、
流
れ

を
妨
げ
て
い
ま
す
。こ
の
チ
リ
は
機
械
で
取
り
除
い
て
い
ま
す
。

も
し
機
械
が
故
障
し
た
ら
…

覚
え
て
い
ま
す
か
？
50
年
、
51
年
の
水
害

　

昭
和
50
年
・
51
年
の
よ
う
に
大
雨
は
い
つ
降
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

川
や
川
辺
に
チ
リ
等
を
捨
て
な
い
事
は
も
ち
ろ
ん
、
も
し
増

水
し
て
も
流
れ
な
い
よ
う
日
頃
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
危
険
と
思
っ
た
ら
、
早
目
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

稲
を
作
っ
て
い
る
方
に　

お
願
い
！

　

稲
の
収
穫
後
、
堆
肥
に
な
る
は
ず
の
ワ
ラ
は
出
来
る
だ
け
早

く
田
に
打
ち
込
む
等
、
も
し
増
水
し
て
も
流
れ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

川
を
守
る
こ
と
は
、
家
や
農
作
物
を
守
る
こ
と

役場北庁舎　2階

通路 通路

通路

通路

建設課
24-5114
（直通）

教育委員会
24-5115
（直通）

電算室

2階
会議室

トイレ

役場本庁舎　2階

議会事務局
24-7777
（直通）

役場北庁舎　1階

健康福祉課
24-5197
（直通）

企画課
24-5113
（直通）

税務課
24-5112
（直通）

総務課
24-5111

（代表、直通）

通路 通路

通路

通路

小
会議室

資料室

村長室

助役室

宿直室

出納室

正面玄関

JA
コスモス

男子
トイレ
女子
トイレ

役場本庁舎　1階

役場直通電話番号です。どうぞご利用ください。

　健康福祉課の福祉関係業務が本庁に移転しました。但し、保健環境業務と子育て
支援センター（直通　24－7851）は従来どおり保健センター内において、また産業
振興課（直通　24－4647）につきましても今までどおり就業センター内において業
務を行っております。

日高村役場
庁舎内配置図

─広報ひだか９月号─　（4）（5）　─広報ひだか９月号─

　高知保険医協会は県下の医師・歯科医師約600名
で構成された団体です。下記の内容で朝９時から翌
朝９時まで、24時間同じテーマのテープを流してい
ます。健康テレホンサービスの電話番号は
０８８－８３２－５２６６ です。

▼
月
曜
日
口
内
炎

▼
火
曜
日
下
肢
の
静
脈
瘤
の

は
な
し

▼
水
曜
日
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

▼
木
曜
日
尿
が
近
い
、
す
ぐ

漏
れ
そ
う
に
な
る

▼
金
曜
日
帯
状
疱
疹

▼
土
・
日
健
康
的
に
肥
満
を

解
消
す
る
に
は

９
月

※
日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ

　

テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

秋の全国交通安全運動
実施期間　平成18年９月21日㈭～９月30日㈯

高知の交通マナーを高めよう！
運動の基本  高齢者を交通事故から守ろう

1夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止に努めよう
2シートベルトとチャイルドシートを正しく着用しよう　 ―  後部座席もシートベルトをしめよう ―

3飲酒運転を根絶しよう

交通安全協会日高支部

点
標

重
目

健康テレホンサービス のご案内



日高中
学校

　７月10日（月）～14日（金）まで２年生の職場体験学習が、日
高村内13事業所のみなさま方のご協力を得て実施すること
ができました。全員が自分の希望した事業所で、学校では
得ることができない貴重な体験をすることができました。
生徒一人ひとりにとって思い出深いものとなり、また、今後、
将来の進路を考えたり、決定していったりする際にも、大
いに役立つことでしょう。協力してくださいました次の13
事業所のみなさま方、ほんとうにありがとうございました。

芋屋金次郎、加茂小学校、日下保育園、コスモスの里、
コスモス文庫、ダンケ（パン屋）、東部保育所、得々日
高店、中裕建設、POTATO SIBUYA、前川青果、レ
ストラン高知、わのわ　　　　　　　　　（あいうえお順）

東部保育所 中裕建設中裕建設
加茂小学校

ダンケ（パン屋）ポテトシブヤ

わのわ

加茂小学校 わのわ

レストラン高知
コスモス文庫

職 場 体 験 学 習 を 終 え て職 場 体 験 学 習 を 終 え て職 場 体 験 学 習 を 終 え て

芋屋金次郎

コスモスの里

日下保育園

得々うどん 日高店

　日下保育園の給食
室での職場体験で学
んだことは、『分か
らないことがあった
らすぐに聞く。あい
さつ・返事は大きな
声で。子どもにはい
つも笑顔で接する。
してはいけないこと
をしているときはちゃんと注意する。』です。
　初めは何をしたらいいのか分からなかったけど、だんだん
慣れてきて、野菜は手で洗うものやたわしを使うもの、給食
が終わったら、おぼんをふいたり、やかんを洗ったりするこ
とも覚えて先生に聞かなくてもできるようになっていました。
ときどき子どもたちと一緒に食べたりしました。その時に「お
いしい」と言ってくれるとすごく嬉しかったです。
　仕事は大変だったけど、「お
いしい」と言ってくれるので、
次もがんばろうという気持ち
になって楽しかったです。 　僕は、特別養護老人ホ

ーム「コスモスの里」へ
職場体験に行きました。
仕事は結構楽と思ってい
ましたが、やってみると
とても大変でした。でも、
お年寄りの人と一緒に話
をしたり、ご飯を食べた
り、他にもいろいろ楽し
い事があったけど、楽しくないこともありました。でも、こ
の職場体験を特別養護老人ホーム「コスモスの里」にしてよ
かったと思います。それは、いろいろなことを学べたからで
す。最初はお年寄りと話がしにくかったけど、だんだん話せ

るようになって、お年
寄りの気持ちが分かる
ようになったからです。
　コスモスの里でしか
できない体験をして、
いろいろなことが学べ
たから、この体験をい
かして、いろいろなと
ころでつかいたいと思
います。

東部保育所 　私は、この一週間の職場体験学
習で、東部保育所へ行きました。

最初はものすごく不安であり、楽しみでもありました。１
日目は何をしていいか分からず、ただ先生の言う通りにし
ていました。でも、２日目、３日目になるうちに、私は、
子どもへの接し方や仕事の内容もだんだん分かってきて、
次の仕事がすごく楽しみだと思うようになりました。
　職場体験では、学校で学べないことがたくさん勉強にな
りました。仕事のことだけでなく、敬語の使いかたや返事、
態度についても学びました。なかでも、返事と正座につい

て教えてもらったことが一番印象に残っています。ご飯を
食べる時などは、全部正座でした。家や学校では、床に座
ることが無いので、なかなか慣れませんでした。でも、日
に日に正座が身につきました。人の話は、頷きながら聞い
ても分かっているかどうか分からないから、「はい」と元
気よく返事をしてくださいと言われて少し気をつけていた
けど、いつの間にか頷いて聞いてしまっていました。でも
返事も日に日に身につきました。この二つの事について一
番勉強になったと思います。この一週間で学んだことを、
これからの進路学習に役立てていきたいと思います。

　僕は今回の職場体験で
いろいろな事を学びまし
た。例えば、うどんの生
地の形を整えるのは、と
ても難しいし、切るのに
は力がいることの他にも、
生地をのばす時はすばや
くやらなくちゃいけない
ので何回も失敗をしてしまいました。
　けど、そんな時に、「別に失敗してもいいで」と励ましてく
れました。こういうことがあったので「がんばろう」という気

になりました。そして一つ一つ
の仕事すべてが、利益につなが
るんだという事もここで学びま
した。キャベツをちぎるのだっ
て、しっかりやらないと変色し
ていまい、お客さんに不快感を
与えてしまうし、皿洗いも同じ
です。だからこのように、しっ
かり一つ一つやらないといけな
いと改めて思いました。そして、
働いている人、皆がとてもがん
ばっているから得々に来るお客
さん、みんながとてもおいしい
おうどんを食べることができる
んだと思いました。

　僕は、職場体験学習で
仕事についていろいろな
ことを学びました。一つ
は、仕事は僕たちが思っ
ているほど簡単ではない
ということです。芋屋金
次郎は初め、芋けんぴを
作ることと、カウンター
で売ることだけと思っていました。でも、クーラーのきいた
涼しい店内の裏は、揚がったばかりのけんぴでむんむんして
います。それに揚がったけんぴは冷やして商品にするために、
本社にもっていかれて袋詰めにされます。袋詰めも集中しな
ければきれいにできません。クーラーがきいていても、熱気
で暑いです。僕はお店で売られているものがこんなにしんど
い思いでつくられているとは、知りませんでした。
　でも僕たちがしんどくて休んでいる時も、大人の人たちは、
ちゃんと働いています。休みは昼休みしかないのにしんどい
とはいいませんでした。僕は、しんどくても生活のためにが
んばること、これが仕事なんだと思いました。職場体験学習
で、仕事がどんなもんかが分かってよかったです。

日下保育園

日下保育園

日下保育園

レストラン高知わのわ わのわ

前川青果
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日高中
学校

　７月10日（月）～14日（金）まで２年生の職場体験学習が、日
高村内13事業所のみなさま方のご協力を得て実施すること
ができました。全員が自分の希望した事業所で、学校では
得ることができない貴重な体験をすることができました。
生徒一人ひとりにとって思い出深いものとなり、また、今後、
将来の進路を考えたり、決定していったりする際にも、大
いに役立つことでしょう。協力してくださいました次の13
事業所のみなさま方、ほんとうにありがとうございました。

芋屋金次郎、加茂小学校、日下保育園、コスモスの里、
コスモス文庫、ダンケ（パン屋）、東部保育所、得々日
高店、中裕建設、POTATO SIBUYA、前川青果、レ
ストラン高知、わのわ　　　　　　　　　（あいうえお順）

東部保育所 中裕建設中裕建設
加茂小学校

ダンケ（パン屋）ポテトシブヤ

わのわ

加茂小学校 わのわ

レストラン高知
コスモス文庫

職 場 体 験 学 習 を 終 え て職 場 体 験 学 習 を 終 え て職 場 体 験 学 習 を 終 え て

芋屋金次郎

コスモスの里

日下保育園

得々うどん 日高店

　日下保育園の給食
室での職場体験で学
んだことは、『分か
らないことがあった
らすぐに聞く。あい
さつ・返事は大きな
声で。子どもにはい
つも笑顔で接する。
してはいけないこと
をしているときはちゃんと注意する。』です。
　初めは何をしたらいいのか分からなかったけど、だんだん
慣れてきて、野菜は手で洗うものやたわしを使うもの、給食
が終わったら、おぼんをふいたり、やかんを洗ったりするこ
とも覚えて先生に聞かなくてもできるようになっていました。
ときどき子どもたちと一緒に食べたりしました。その時に「お
いしい」と言ってくれるとすごく嬉しかったです。
　仕事は大変だったけど、「お
いしい」と言ってくれるので、
次もがんばろうという気持ち
になって楽しかったです。 　僕は、特別養護老人ホ

ーム「コスモスの里」へ
職場体験に行きました。
仕事は結構楽と思ってい
ましたが、やってみると
とても大変でした。でも、
お年寄りの人と一緒に話
をしたり、ご飯を食べた
り、他にもいろいろ楽し
い事があったけど、楽しくないこともありました。でも、こ
の職場体験を特別養護老人ホーム「コスモスの里」にしてよ
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す。最初はお年寄りと話がしにくかったけど、だんだん話せ

るようになって、お年
寄りの気持ちが分かる
ようになったからです。
　コスモスの里でしか
できない体験をして、
いろいろなことが学べ
たから、この体験をい
かして、いろいろなと
ころでつかいたいと思
います。

東部保育所 　私は、この一週間の職場体験学
習で、東部保育所へ行きました。

最初はものすごく不安であり、楽しみでもありました。１
日目は何をしていいか分からず、ただ先生の言う通りにし
ていました。でも、２日目、３日目になるうちに、私は、
子どもへの接し方や仕事の内容もだんだん分かってきて、
次の仕事がすごく楽しみだと思うようになりました。
　職場体験では、学校で学べないことがたくさん勉強にな
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態度についても学びました。なかでも、返事と正座につい

て教えてもらったことが一番印象に残っています。ご飯を
食べる時などは、全部正座でした。家や学校では、床に座
ることが無いので、なかなか慣れませんでした。でも、日
に日に正座が身につきました。人の話は、頷きながら聞い
ても分かっているかどうか分からないから、「はい」と元
気よく返事をしてくださいと言われて少し気をつけていた
けど、いつの間にか頷いて聞いてしまっていました。でも
返事も日に日に身につきました。この二つの事について一
番勉強になったと思います。この一週間で学んだことを、
これからの進路学習に役立てていきたいと思います。

　僕は今回の職場体験で
いろいろな事を学びまし
た。例えば、うどんの生
地の形を整えるのは、と
ても難しいし、切るのに
は力がいることの他にも、
生地をのばす時はすばや
くやらなくちゃいけない
ので何回も失敗をしてしまいました。
　けど、そんな時に、「別に失敗してもいいで」と励ましてく
れました。こういうことがあったので「がんばろう」という気

になりました。そして一つ一つ
の仕事すべてが、利益につなが
るんだという事もここで学びま
した。キャベツをちぎるのだっ
て、しっかりやらないと変色し
ていまい、お客さんに不快感を
与えてしまうし、皿洗いも同じ
です。だからこのように、しっ
かり一つ一つやらないといけな
いと改めて思いました。そして、
働いている人、皆がとてもがん
ばっているから得々に来るお客
さん、みんながとてもおいしい
おうどんを食べることができる
んだと思いました。

　僕は、職場体験学習で
仕事についていろいろな
ことを学びました。一つ
は、仕事は僕たちが思っ
ているほど簡単ではない
ということです。芋屋は
初め、芋けんぴを作るこ
とと、カウンターで売る
ことだけと思っていました。でも、クーラーのきいた涼しい
店内の裏は、揚がったばかりのけんぴでむんむんしています。
それに揚がったけんぴは冷やして商品にするために、本社に
もっていかれて袋詰めにされます。袋詰めも集中しなければ
きれいにできません。クーラーがきいていても、熱気で暑い
です。僕はお店で売られているものがこんなにしんどい思い
でつくられているとは、知りませんでした。
　でも僕たちがしんどくて休んでいる時も、大人の人たちは、
ちゃんと働いています。休みは昼休みしかないのにしんどい
とはいいませんでした。僕は、しんどくても生活のためにが
んばること、これが仕事なんだと思いました。職場体験学習
で、仕事がどんなもんかが分かってよかったです。

日下保育園

日下保育園

日下保育園

レストラン高知わのわ わのわ

前川青果
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人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
人
権
の
侵
害

を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
絶
え
ず
監
視
し
、
も
し
、
人

権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
に
は
、そ
の
相
談
相
手
と
な
っ
た
り
、

高
知
地
方
法
務
局
と
連
携
し
て
事
実
関
係
の
調
査
を
行
う
な

ど
し
て
、
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
人
の
人
権
救
済
を
図
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
す
る
心
を
育
み
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
く
た
め
の
様
々
な
人
権
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

更
に
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
に
お
い
て
、
人
権
問

題
・
セ
ク
ハ
ラ
・
家
庭
内
暴
力
・
い
じ
め
・
児
童
虐
待
、
人

権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
法
務
局
又
は
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
費
用
は
無
料
で
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
高
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

大　

崎　

逸　

夫 

さ
ん
（
長
畑
）

植　

村　

悦　

子 

さ
ん
（
本
郷
）

味
代
木　

タ
ツ
エ 

さ
ん
（
岩
目
地
）

■
平
成
18
年
度
特
設
人
権
相
談
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

日
高
村
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談
日

開
催
月
・
日
・
時
間

奇
数
月
第
３
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
ま
で

９
月
15
日
㈮
・
11
月
17
日
㈮
・
１
月
19
日
㈮
・
３
月
16
日
㈮

開
催
場
所

　

日
高
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

☎ 

２
４

－

５
３
１
０

お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
村
健
康
福
祉
課　
　
　

☎ 

２
４

－

５
１
９
７

人
権
擁
護
委
員
制
度
に
つ
い
て

「
人
権
」
と
は
、

　

「
人
が
幸
せ
に
生
活
で
き
る
た
め
に

必
要
な
権
利
」
で
す
。

─広報ひだか９月号─　（8）（9）　─広報ひだか９月号─ 国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。

－国民年金－
お問い合わせは  24－5112

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限
内に納めるようにしましょう。
◎国民年金保険料の支払いは、便利でお得な『口
座振替』をご利用ください。

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
指
定
し
た
預
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、

納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
安
心
で
す
。
ま
た
、
昨

年
の
４
月
か
ら
口
座
振
替
の
「
早
割
制
度
」
が
始

ま
り
、
よ
り
お
得
に
な
り
ま
し
た
。

○
当
月
末
振
替
に
す
る
と
毎
月
50
円
割
引
（
平
成

18
年
３
月
分
ま
で
は
40
円
で
す
）

　

通
常
の
口
座
振
替
の
振
替
日
は
翌
月
末
で
す
が
、

こ
れ
を
当
月
末
に
す
る
と
月
々
の
保
険
料
が
50
円

割
引
に
な
り
ま
す
（
早
割
制
度
）。

＊
早
割
制
度
の
お
申
し
込
み
を
さ
れ
た
場
合
、
初

回
の
引
き
落
と
し
は
原
則
２
ヶ
月
分（
前
月
分
・

当
月
分
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
際
の
保

険
料
の
割
引
は
当
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
例
》９
月
中
に
申
し
込
み（
登
録
）↓
９
月
分
・
10

月
分
を
10
月
末
日
に
振
替（
割
引
は
10
月
分
か
ら
）

○
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
さ
ら
に
お
得

　

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
、
納
付
書
（
現
金
）

で
前
納
す
る
よ
り
も
割
引
額
が
高
く
、
さ
ら
に
お

得
に
な
り
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
は
…

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
・
預（
貯
）金
通
帳
・

預（
貯
）金
通
帳
の
お
届
け
印
を
持
っ
て
、
金
融
機

関
や
郵
便
局
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
６
ヶ
月
前
納
（
10
月
分
〜
翌
年
３
月
分
）
は
、

10
月
末
日
の
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
９
月
中
に
社
会
保
険
事
務
所
で
登

録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
１

年
前
納
は
４
月
末
日
引
き
落
と
し
な
の
で
、
金
融

機
関
の
窓
口
は
２
月
中
に
、
社
会
保
険
事
務
所
の

窓
口
で
は
３
月
中
旬
を
め
ど
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

国民年金保険料額（平成18年度）
～現金納付の場合～

毎月納付 13,860円（割引なし）

６ヶ月前納 82,480円（680円割引）

１年前納 163,370円（2,950円割引）

⇩
～口座振替の場合～

毎月納付 13,810円（50円割引）※

６ヶ月前納 82,220円（940円割引）

１年前納 162,830円（3,490円割引）

※当月末振替にした場合

○
第
２
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　

９
月
11
日
㈪
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務

所
に
お
い
て
、
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後
７

時
ま
で
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
９
月

４
日
㈪
・
19
日
㈫
・
25
日
㈪
に
つ
き
ま
し
て
も
、

年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し

て
お
り
ま
す
。

○
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

　

９
月
９
日
㈯
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務

所
に
お
い
て
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま

で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
通
常
よ
り
混

雑
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
夕
映
え
に
宵
待
草
の
咲
き
に
け
り

山
本
眞
知
子

　

宵よ
い
ま
ち
ぐ
さ

待
草
は
大お
お
ま
ち
よ
い
ぐ
さ

待
宵
草
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
よ
り
小
ぶ
り
の
待
宵
草
と
と
も

に
、一
般
に
月
見
草
と
言
い
な
ら
さ
れ
、

夕
方
咲
い
て
朝
方
し
ぼ
み
ま
す
。

　

こ
の
句
は
そ
の
黄
色
の
花
が
夕
日
の

光
を
受
け
て
美
し
く
照
り
か
が
や
く
と

こ
ろ
で
す
。

○
物
置
の
麦
わ
ら
帽
子
夏
幾
つ

寺
田　

信
子

　

納な

や屋
に
し
ま
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
麦
わ
ら
帽
を
見
な
が
ら
そ
の
帽
子
を

か
む
っ
て
い
た
人
の
こ
と
を
、
い
ろ
い

ろ
と
思
い
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

同
時
の
句
に
、〝
夫
逝
き
て
十
三
回

の
天
の
川
〞が
あ
り
ま
す
。
深
み
の
あ

る
句
で
す
。

○
庭
先
に
ひ
つ
そ
り
咲
い
た
踊
花

河
村　

時
子

　

踊お
ど
り
ば
な花は
野
原
や
庭
、
道
ば
た
な
ど
の

日
陰
に
生
え
る
三
十
セ
ン
チ
く
ら
い
の

高
さ
で
、桃
色
な
ど
の
花
を
つ
け
ま
す
。

　

人
が
笠
を
か
む
っ
て
踊
る
姿
に
似
て

い
る
の
で
、踊お
ど
り
こ
そ
う

子
草
と
も
い
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
を
、〝
ひ
っ

そ
り
〞と
詠よ

み
ま
し
た
。

○
七
夕
の
笹
を
流
し
て
洗
ひ
髪

山
中　

静
江

　

七
月
七
日
の
七た
な
ば
た夕
の
句
で
す
が
、
こ

の
句
の
後
に
、
次
の
そ
え
が
き
が
あ
り

ま
し
た
。

―
里
で
は
、
昔
、
川
に
笹
を
流
し
て

朝
日
の
出
る
ま
で
に
髪
を
洗
う
と

黒
髪
に
な
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ

り
、大
勢
の
人
（
娘
ら
少
女
ま
で
）

が
、
朝
早
く
か
ら
来
て
洗
っ
て
い

た

―

お
も
し
ろ
い
言
い
伝
え
。
あ
り
し
日
の

七
夕
を
思
い
出
し
て
の
句
で
す
。

○
嫌き
ら

は
れ
し
草
な
れ
ど
名
は
姫
女
苑

山
中　

芳
子

　

姫ひ
め
じ
ょ
お
ん

女
苑
は
、
全
国
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
の
道
ば
た
、
畑
、
荒
れ
地
な
ど
に
生

え
、
七
十
セ
ン
チ
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
に

も
な
り
ま
す
。

　

菊
に
似
た
小
花
を
つ
け
ま
す
が
、
雑

草
と
し
て
む
し
り
と
ら
れ
た
り
し
ま

す
。

　
「
そ
れ
に
し
て
も
姫
女
苑
と
は
い
い

名
だ
」
と
感
じ
て
の
一
句
で
す
。

池野いちび選南
部
記
代
子

○
草
の
先
朝
日
に
光
る
露
の
玉

露
は
空
気
中
の
水
蒸
気
が
、
夜
の
間
に

冷
え
て
水
と
な
り
、
草
や
木
に
つ
い
た

も
の
。
晴
れ
た
風
の
な
い
夜
に
多
く
結

ぶ
。
草
の
先
の
露
に
朝
日
が
射
し
て
い

る
の
は
と
て
も
美
し
い
。

浜
田　

博
子

○
一
寸
の
胴
に
二
寸
の
蜥
蜴
の
尾

蜥と

蜴か
げ

の
形
態
に
つ
い
て
の
お
も
し
ろ
い

描
写
。
石
垣
の
間
な
ど
に
棲
む
蜥
蜴
は

動
作
が
敏
捷
で
あ
る
。
尾
を
切
ら
れ
て

も
置
き
去
り
に
し
て
平
気
で
逃
げ
る
。

尾
は
再
生
す
る
。

門
田
の
ぶ
子

あ
れ
こ
れ
と
先
送
り
し
て
暑
に
耐
ふ
る

早
々
と
帰
省
を
知
ら
す
電
話
か
な片

岡　

幸
枝

露
の
世
の
源
氏
平
家
の
物
語

孫
の
来
て
二
人
と
な
り
ぬ
夏
休

川
瀬　

晴
恵

合
宿
の
カ
レ
ー
の
匂
ふ
夏
休

二
階
よ
り
西
瓜
半
分
も
ら
ひ
け
り北

添　

正
子

い
も
の
葉
に
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
ぶ
露
の
玉

庭
先
に
群
が
る
草
の
朝
の
露

島
田　
　

瞳

降
り
立
て
ば
月
の
雫
の
露
光
る

早
起
き
の
庭
に
露
あ
り
風
う
ま
し鎮

西　

美
緒

だ
ん
だ
ん
に
草
の
葉
先
の
露
太
る

今
採
り
し
胡
瓜
ト
マ
ト
で
山
昼
餉中

村　

梅
子

露
を
浴
び
甘
さ
増
し
ゆ
く
笊
の
梅

刈
り
残
る
一
枝
に
咲
く
白
木
槿

中
山　

美
根

露
の
身
を
支
へ
て
く
れ
る
友
が
ゐ
る

研
い
で
き
し
鎌
の
切
れ
味
露
葎

橋
詰
登
志
子

地
下
足
袋
を
露
に
ぬ
ら
し
て
野
菜
と
る

決
断
し
三
十
五
度
の
畑
に
出
る

濱
田　
　

幸

駆
け
戻
る
犬
ぶ
る
ぶ
る
と
露
払
ふ

落
し
文
誰
に
届
け
ん
堅
く
ま
き

伊
野
部
哲
也

真
ん
中
で
割
れ
ぬ
わ
り
ば
し
心
太

滝
口
を
出
で
て
放
物
線
の
ま
ま

岩
村　

さ
と

校
庭
に
人
影
な
く
て
蝉
し
ぐ
れ

夜
半
の
空
窓
に
見
え
た
る
月
涼
し森

下　

花
子

長
靴
に
履
き
替
へ
て
行
く
露
の
道

日
曜
の
庭
一
斉
に
蝉
し
ぐ
れ

柏
井　

皓
子

朝
露
に
撓
む
稲
穂
の
重
さ
か
な

露
の
草
上
手
く
捲
き
取
る
牛
の
舌池

野
い
ち
び

朝
露
の
ゆ
っ
く
り
辷
る
竹
の
幹

一
列
の
水
泳
帽
の
一
年
生



　高知市丸の内緑地で開催され
ております土佐二十四万石博特
設ステージにおいて、土佐日高
環頭太鼓が県内外観客を前に楽
しくそして勇壮に太鼓演奏を行
い、その演奏に対して惜しみの
ない拍手をいただきました。

「環頭太鼓」
土佐二十四万石博で
演奏する

「環頭太鼓」
土佐二十四万石博で
演奏する

「環頭太鼓」
土佐二十四万石博で
演奏する

　８月４日（金）に東部児童館でジャンボシャボン
玉を作る実験をしました。
　みんな上手にとても大きなシャボン玉が出来て
いました。

夏休み
　映画まつり
夏休み
　映画まつり

夏休みの実験
　（シャボン玉）
夏休みの実験
　（シャボン玉）

親子体験学習のお知らせ親子体験学習のお知らせ

東部児童館東部児童館東部児童館

Village
　　Now
Village
　　Now
日高村の人口

日高村の交通事故
発生状況

　　　１～７月分（７月）

人身事故　　31件 （４件）
死　　者　　１名 （０名）
傷　　者　　35名 （５名）

　　　　　　７月末現在
　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,455　（－８）
人　口 　 6,130人（－25）
　　　 男 2,912人（－８）
　　　 女 3,218人（－17） ○

開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
休
館
日
　
月
・
祝
日

○
貸
出

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、

　
２
週
間

　
　
20
―
１
５
３
３

図書館利用案内

　９月23日（土）秋分の日に体験学習としまして、
地引き網を行います。

場　所　香南市香我美町岸本
対　象　小学生（※小学１・２年生は保護者同伴）
参加費　一人　1,500円
※申し込みが必要です。９月９日（土）
午後５時までに東部児童館へお願
いします。

みなさんの参加をお待ち
しています。
お問い合わせ
  東部児童館　　24－5604
  東部福祉館　　24－5440

　８月10日（木）に社
会福祉センターで夏
休み映画まつりを行
いました。
　上映は「勇気ある
ホタルととべないホ
タル」と「リロ アンド スティッチ」の２作品でし
た。村内の小学生がたくさん観に来てくれました。

　
８
月
の
毎
週
金
曜
日
、
日
高

読
も
う
会
の
協
力
に
よ
り
「
夜

の
図
書
館
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
４
日
は
高
知
こ
ど
も
の
図
書

館
長
の
大
原
寿
美
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
講
演
会
「
子
ど
も
に
本
を

と
ど
け
る
し
ご
と
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
子
ど
も
の
読
書
の
基
礎
と

な
る
も
の
は
五
感
を
使
っ
た
体
験
や

感
受
性
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
子
ど

も
が
本
に
出
会
う
の
は
家
庭
、
学
校
、

地
域
の
図
書
館
の
順
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
が

読
書
環
境
を
整
え
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
日
は
、
朗
読
ひ
だ
か
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

朗
読
劇
『
オ
ズ
の
ま
ほ
う
つ
か
い
』
や

こ
わ
い
話
の
朗
読
が
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
親
子
が
楽
し
み
ま
し
た
。
朗
読
劇
で

は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
の
出
演
に
よ
り
、

紙
芝
居
が
と
て
も
迫
力
あ
る
演
出
で
楽

し
め
ま
し
た
。

　
21
日
は
、
図
書
館
で
は
初
め
て
の
夏

祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
予
定
し
て
い

た
18
日
が
台
風
の
影
響
で
延
期
と
な
り
、

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
出
店

の
品
物
も
早
々
と
売
り
切
れ
、
う
ち
わ
く
じ
も

大
賑
わ
い
で
し
た
。
ま
た
屋
内
で
は
、
茶
道
ク

ラ
ブ
の
接
待
で
静
か
に
お
茶
を
楽
し
む
な
ど
、

思
い
思
い
に
夏
祭
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
収
益
の
20
％
は
図
書

館
の
本
の
購
入
の
た
め
、
日
高
読
も
う
会
よ
り

図
書
館
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
25
日
は
ぷ
ち
と
ま
と
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
お

は
な
し
会
で
し
た
。
ぷ
ち
と
ま
と
は
、
日
下
小

学
校
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
子

ど
も
た
ち
と
の
距
離
が
近
く
、
家
庭
的
な
あ
た

た
か
さ
の
感
じ
ら
れ
る
時
間
で
し
た
。

　
反
省
す
る
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
各
方
面

の
ご
協
力
に
よ
り
今
年
も
夜
の
図
書
館
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
、
事
務
局
一
同
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
夜
の
図
書

館
に
つ
い
て
、
ご
意
見
・

ご
要
望
な
ど
を
ぜ
ひ
お
き

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
８
月
20
日
、
日
高
読
も

う
会
主
催
に
よ
り
県
立
図

書
館
の
視
察
研
修
を
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
大
人
・

子
ど
も
合
わ
せ
て
17
名
で

し
た
。
館
長
さ
ん
よ
り
、

県
立
図
書
館
の
取
り
組
み

や
課
題
に
つ
い
て
お
話
を

う
か
が
い
、
子
ど
も
た
ち

は
子
ど
も
室
で
説
明
や
読

み
聞
か
せ
を
し

て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、

合
流
し
て
館
内

を
案
内
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

20
年
ぶ
り
に
県

立
図
書
館
に
来

た
と
い
う
参
加

者
も
い
ま
し
た
。

　
図
書
館
の
規

模
は
違
っ
て
も
、

図
書
館
が
住
民

に
役
立
つ
も
の
と
な
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
い
う
観
点
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
参
加
者
が
一
番
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
日
高
村
に
な
い
本
で
も
県

費
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
ど
こ
の
図

書
館
の
本
で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
も
っ
と
も
っ
と
日
高
村
で

も
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
研
修
の
あ
と
は
土
佐
二
十
四
万
石
博
や
高
知

城
を
見
学
し
、
日
高
村
に
帰
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
県
外
図
書
館
の
研
修
も
計
画
し
て

い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！
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